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1 はじめに

スタイラスによる入力は、PDAやタブレット PCに

よく用いられており、画面に直接文字を書くことや図

を描くことを可能とする点において優れている。一方、

文字を書く、図を描くなどの主作業の他に、ユーザは

入力のためにペンの色や太さの変更など多くの機能を

使用する。しかしながら、現在のPDAやタブレットPC

の UI は次のような課題を持つと考える。

現在は機能の実行のためのUIとしてメニューやショー

トカットキーが使用されている。メニューには、スタ

イラスを用いて選びやすくするために十分な大きさを

持たせる必要がある。しかし PDAやタブレット PCは

画面サイズが限られているため、メニューが大きいと、

主作業を行うための領域（以降、主作業領域）が狭く

なるという問題がある。またメニューの表示によって

主作業領域が隠されるという問題もある。ショートカッ

トキーは主作業領域を消費しないが、スタイラス以外

の入力デバイスであるキーボードの併用を必要とする。

タブレット PCを折りたたんだ状態で使用する場合の

ように、キーボードを併用できない状況が考えられる。

本研究は、これらの課題を解決することを目的とし

て、次の 3条件を満たす、アウトサイド領域における

スタイラスの動作を用いた入力インタフェースを示す。

1)主作業領域を広く確保すること。2)主作業以外の作

業を行う際に主作業領域が隠れないこと。3)ユーザは

スタイラスのみを用いて入力を行うこと。アウトサイ

ド領域とは、画面周囲の枠や、PDA・タブレット PCを

置く机などの平面である。本インタフェースは、画面に

はメニューや機能の一覧を表示せず、ビジュアルフィー

ドバックの表示によってアウトサイド領域内の操作を

支援する。

2 関連研究

スタイラス入力を拡張するために、Grossmanらはス

タイラスのホバー状態を使用し [1]、梅林らはペンタブ

レットの検出可能範囲を用いた空中インタラクション
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を作成した [2]。また鈴木らはスタイラスを回す、振る

などの動作を用いている [3]。本研究は、スタイラス自

身から得られる情報を使用するのではなく、スタイラ

ス入力を行う平面を新たに定義し、その領域を用いた

入力を行うという点においてこれらの研究とは異なる。

3 アウトサイド領域におけるスタイラスの動
作を用いた入力インタフェース

本インタフェースは、入力面として使用する画面の

領域を画面内領域と呼び、画面内領域とアウトサイド

領域のそれぞれにおけるスタイラスの動作に異なる操

作を割り当てる。本節では、本インタフェースがアウ

トサイド領域として使用する領域と、その領域内で行

う操作、そしてビジュアルフィードバックについて述

べる。

入力に使用する領域を図 1に示す。スタイラス入力

を行う領域を画面内領域と呼び、この領域内では主作

業を行う。

画面周囲の枠 スタイラス入力を行う画面の周囲には

枠が存在する。枠は画面のすぐ近くに存在するため、ス

タイラスを持ったままあまり手を動かさずに枠の上で

入力を行うことができる。そこで、スクロール位置の

決定のようなパラメータの設定操作を割り当てる。ま

た、枠を画面から見た上下左右の領域に分割し、それ

ぞれの領域に機能を割り当てることによって、複数種

類の入力を行うことが可能となる。より細かい領域の

分割や、ある領域から隣の領域への遷移などを用いる

ことにより、更に多くの機能を設定することも可能で

ある。

デバイスを置く机 文字を書くという動作は多くの場

合、机のような水平面上で行われる。そのため、人は

図 1:入力に使用する領域
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ディスプレイのような傾いた平面よりも、机という水

平面に対して文字を書くという動作を行いやすい。そ

こで、机の上で文字を書くメタファを利用し、手書き

文字入力操作を割り当てる。

ユーザへのビジュアルフィードバックとして、操作

を行う対象や、アウトサイド領域において行われてい

る操作内容、操作の結果変更されたパラメータを表示

する。ビジュアルフィードバックは、スタイラスがアウ

トサイド領域内を指すとき表示され、スタイラスがア

ウトサイド領域から出たとき非表示になる。メニュー

アイコンとは違い、ユーザはビジュアルフィードバッ

クに対する操作を行わないため、ビジュアルフィード

バックを表示する領域は最低限の大きさにすることが

できる。

4 実現方法

アウトサイド領域におけるスタイラスの動作を取得

するため、DUO for laptop∗を使用した。これは超音波

と赤外線を用いてスタイラスの位置を検出し、スタイ

ラス入力を行うデバイスであり、ディスプレイの上部

に取り付けて使用する。

スタイラスを使用する前にキャリブレーションを行

う。キャリブレーションで指定する領域を図 2に示す。

デバイスのキャリブレーションではスタイラスの認識

可能範囲を指定し、次にアプリケーション側のキャリ

ブレーションで、画面内領域として使用したい領域を

指定する。画面内領域以外の部分がアウトサイド領域

として使用可能な領域である。ディスプレイを机の上

に立てて使う場合は画面と机の面に角度が生じるため、

机の面として使用する領域に対して座標変換を行い、

歪みを補正する。

図 2:キャリブレーション手順

5 アプリケーション

本インタフェースを適用したペイントアプリケーショ

ンを作成した。図 3左はアプリケーションの概観であ

る。図 3右は、描画色を選択する際のビジュアルフィー

∗http://www.penandfree.co.kr/english/overview/introduce.asp

図 3:ペイントアプリケーションの概観 (左)　ビジュア

ルフィードバックの表示 (右)

ドバックが表示されている画面である。ペイントアプ

リケーションは全画面がキャンバスになっており、画

面内領域においてストロークを行うとキャンバスに線

を描画することができる。

このアプリケーションでは、アウトサイド領域とし

て画面周囲の枠の領域のみを用いている。アウトサイ

ド領域におけるストローク操作には、キャンバスのス

クロール、描画色の変更、線の太さの変更などの機能

を割り当てる。変更を行うパラメータはストロークを

行う位置によって決定する。

パラメータの変更の際、ユーザへのビジュアルフィー

ドバックとして、スクロールバーや現在選択中の色、現

在の線の太さが表示される。

6 まとめ

本研究は、アウトサイド領域におけるスタイラスの

動作を用いた入力インタフェースを提案した。また、提

案インタフェースを適用したアプリケーションを実装

した。これにより、主作業領域が隠されることなく広

く使用可能である、スタイラスのみを用いて操作する

インタフェースを実現した。
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